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　The　30　yOung　women 　whose 　skln　colors 　widely 　represent 　the　twenties　women
’
s　are　made 　up 　by　the

3make −up 　foundations，　 These 　women 　hold　up 　their　own 　face　tO　the　mlrror 　and 　evaluate 　their　own

images 　with 　20　items
，
　and 　are　also　evaluated 　by ゴ1　Qthers 　with 　the　sameitems ，　 Then　these　30　women

，

faces　are　displayed　on 　the　Gobr 　monitQr 　and 　these　women 　evaluate 　these 　own 　faces　with　the　same

items　 and 　ll　 others 　also 　 evaluate 　these　faces　with 　the　same 　 items．丁he　difference　 of　the　 image

structure 　between 　self −evaluation ，　others −evaluation ，　 real　faces　 and 　 pictorial　 face　are 　analyed 　wL †h

factor　analysis 　and 　multiple 　regre 昌sion　analysis ．　 The　coginitive 　image 　space 　of　the　face　has　the　two

dimensions ．　 The　first　dimension 　of　the　self−evaluat ］on 　represents 　the　statical　inner　mentality 　and 　the

second 　 represents 　the　dynamic 　 appearance ．　丁he　first　dimension 　 ot　the　others −evaluation 　 is　 the

appearanGe 　and 　the　second 　is　the　mentality ，　 The　cogn ［tive　image　sapces 　are 　different　between　the

real 　face　and 　 pictorial　 face，

要　旨

　20代女性の顔色を代表 する30人の女性を 3種類のメ
ー

キ ャ ッ プフ ァ ンデ
ー

シ ョ ンで化粧を行う 。 その女性達は鏡

を見なが ら20項目 で 自分 の 顔を評価 し， さらに目人 の他者から同 じ項黶で 評価を受ける。こ の30人の顔 をカラ
ーモ

ニ タ に提示 し， 自分と他人 がそ の 顔 を同 じ20項 目で 評価する 。 自己評価 ， 他者評価 ， 実際の顔 と画像の顔のイメ
ー

ジ構造 の 差異を因子 分析と重回帰分析で解析 した 。 認知的なイメ ージ空間は 2 次元から構成され て い る 。 自己評価

の最初の次元 は静的な内面性を表し，次の次元 は動的な外面性を表して い る 。 他者評価の最初の 次元は外面性で，

次の 次元は内面性 で ある 。 認知的なイメ
ー

ジ空間 は実際の顔と画像 としての顔では異なる 。

［：：：：：＝ 一 ：：＝＝コ 53 ［一 二二］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronic 　 Library 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　21　 NUMBER 　2　1997

　1．は じめに

　人間の肌 （主 に顔色の こ とを指す）をより美しく見

せる こ とを目的と した演出は化粧以外に も写真，印刷

テ レビや照明 で も研究の対象とな っ て きた 。 こ の肌 に

関する関心 は初め医学の分野で 1920年代 の 後半に肌の

測定が行われて い るが，こ の研究は好ま しさ とは関係

な く医学的見地からである 。 好ましい肌色の研 究はカ

ラ
ー

写真 が実用化された 1940年代か らで ， 論文と して

は MacAdam1 ）
が初め で あり ， そ の 後 ：］ダ ッ ク の 研

究者が中心 に研究を行 っ た
2）’日）’4）

。 旧60年代には照明

関係で照明による肌色を含む好ましい色に関する研究

が開始された
5）・E）’71。1970年代 にテ レビを使用 した好

ま しい肌色の 研究も始められた
8）・9）

。 これらの 研究の

中 心 的テ ーマ は 好 ま し い 肌色と は ど の よ うな色な のか

であり ， 結論としては実際の朋色と比較 して ， 明度が

高く ， 彩度が低く ， 色相で は白人で やや黄み ， 日本人

で はやや赤み の 記憶色 に近い 色 である 。

　最近では記憶色と関係した こ の好ましい色を決める

心理的構造を解明す る こ とに研 究の視点が変わ り ， 好

ま しさに影響を与える要因の研 究が始められた。その

研究ざれた要因と して は，好ま しい肌色の人種間の相

違
】o＞

， 好ま し い 肌 色に 与 える季節感の効果
mJ2 ）

， 好

ま しい肌色 に与える年齢の効果
］3）

， 肌色評価 に於 ける

自己評価と他者評価の相違
la）’IE）

，等が行われた 。 そ

の 結果として，好ま しい肌色とは，年齢，状況等に よ

り規定されるその人 ら しさのイメ
ー

ジを構成する重要

な要因で あると推定され る 。

　本論文で は，その 人らしさの イメージを構成するイ

メ
ー

ジ空間の構造を明らかにする為に，その人 らしさ

とは 自分 が見 て い る自分らしさと他人が見 て い るその

人 らしさは異な るとの結果も報告され て い る
14）’15）

の

で，こ の顔色変化に伴うイメージの変化を自分が評価

するのか，他人が評価するのかで のイメージ構造の差

異がある の かを検討する 。 ざ らに ， こ の評価者の問題

以外 に，従来 の 好ま しい 肌色の 研究は化粧と照明以外

は実際の顔ではなく画像としての顔である，画像と し

て の顔と実際の顔を評価するではイメ
ー

ジ構造の差異

が存在するのかも重要な要因と考え られるの で ，こ の

評価者の次元と評価画像を次元の組 み 合わせ て イメ
ー

ジ構造の差異を検討する こ とを試 み た。

E．実験の概要

本実験は実際の顔 をメ
ー

キ ャ ッ プフ ァ ン デ
ー

シ ョ ン

（以下フ ァ ン デ ーシ ョ ン と呼ぶ ）で変化さ せ イメ ージ

を評価す る実験と ， 同 じ顔 をカラ
ー

モ ニ タ
ー

上に色を

変え て提示しイメージを評価する 実験からな っ て い る 。

　2，1．実際の顔での顔色の変化

　実際の顔色を変化させる際に重要な こ とは顔色を変

化させる フ ァ ン デ
ーシ ョ ンを塗布する こ とで顔に違和

感が生じてはい けない 。 異なる色を塗布した場合その

色の変化 を充分知覚出来なけれ ばな らな い ， 更に今回

の実験 で は肌色 の 明る さは変化させな い で ， 主に色 み

を変化させ た い 。 こ の 条件を満足させ る為に，現在市

販されて い るフ ァ ンデ
ー

シ ョ ンの色みで赤みと黄みの

両極端にあたる色 み と ， その 中間の色 み の 3色相で ，

顔色の明るさを出来るだけ変えな い で化粧を行うため

顔色に 近 い 明る さ の フ ァ ン デーシ ョ ン を選択出来る よ

うに， 5段階の明るさ合計 15色のフ ァ ンデ
ー

シ ョ ンを

資生堂ビュ
ー

テ ィ
ーサイエ ン ス研究所で試作した 。 こ

の フ ァ ン デ ーシ ョ ン を接触型 分光測色機ミ ノ ル タOM
− lOO9で測色し，顔を観察する光源 である［〕，。色評価

用蛍光燈と 10度視野の等色 関数で 三刺激値を計算 し，

OIE 　 1976　L ＊

a
＊ b ＊

に変換 した 。 その結果，赤み の フ

ァ ン デ ーシ ョ ン はメ トリ ッ ク色相角50
°
，中間 は6ザ，

黄み は68で メ トリ ッ クク ロ マ は 3色相 とも ほぼ2B，

メ トリッ ク 明度は75， 72， 6B，
　 B1，57の 5段階の 15色

の フ ァ ン デ
ーシ ョ ンが出来上がっ た。

　こ の フ ァ ン デ
ーシ ョ ン を塗布ざれ評価される対象を

パネルと呼ぶ 。 このパネル には30名の女子大学生 を使

用 した 。 3B名のパネルの素肌の色を前述のOM − 1000

で頬頭と頬中央部を測定し，D ，。色評価用蛍光灯と 10

度視野の等色関数で三刺激値 を計算 し， その測色値の

平均値を以 て そ の パネルの 顔色の 代表値とす る （化粧

した際の 肌色も同じ部位を測定し，同様の方法で代表

値を求める）。 30名の顔色の分布は測色値か ら変換 し

て マ ン セ ル表色系で表示すると色相で は2．29YR か ら

7．48YR ， 平均5．14YR ， 明度で は4．68から6．89，平

均 6．B9，彩度 で は 3．13か ら4．35， 平均 3．70で ある。 資

生堂ビュ
ー

テ ィ
ー

サイエ ンス研究所で測定 した20代女

性 の頬 286名 の i則定値 の 分 布が 色相で は 10Rか ら7．5

YR ，平均 3、6YR ， 明度 で は5．8か ら7．0，平均 6．5，

彩度 で は 3．0か ら4．6， 平均3．Bで あ る の で ， 非常に 赤

み の女性 は居な い が ほぼ 20代女 1生を今 回 の パネル が代

表 して い ると思われ る 。 こ の 30名の パネル に資生堂ビ

ュ
ーテ ィ

ー
サイエ ン ス 研究所の美容技術者が仕上が り

状態が
一

定 にな る よう に前述 の 3色相の フ ァ ン デ
ーシ

ョ ン で化粧を行う （フ ァ ンデ
ー

シ ョ ン以外 には化粧顔

［ 二＝ ：＝ ：＝ ：＝ ＝ 二＝＝二＝二二〕 54 ［＝ 二＝＝＝＝ ＝ ＝：＝＝＝ ：：ニコ
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として違和感の無 い ように唇にツ ヤを与え る同
一

の 口

紅も塗布する）。 そ の際 ， 各パネルの肌 の 明るさを美

容技術者が視感判定し， 肌色に一番近 い明るさのフ ァ

ンデ
ー

シ ョ ン を選び 3色相共にその 明るさの フ ァ ン ヂ

ーシ ョ ン で化粧を行う 。 こ の 3色相の フ ァ ンデ
ー

シ ョ

ン を 塗布 した時の色の変化を a
＊ − b ＊

平面で 表 したの

が図 1である 。 この図 で は39名の パネルか ら 日名の み

の動きを示して ある 。 丸が赤み ，四角が中間，三 角が

黄み の フ ァ ン デーシ ョ ンを塗布した時の化粧肌を表し，

図中の番号はパネルを表す 。 3色相の フ ァ ンデ
ー

シ ョ

ン を 塗布する と a
＊ − b ＊

平面で直線的に変化するが，

これは 3色相の フ ァ ン デーシ ョ ン の 色の 変化が直線的

に変化して い る こ とを反映してい る 。 色の変化を色差

で表すと，中闘の フ ァ ン デ
ーシ ： ン塗布の 肌色を中心

と する と 30名のパネルの平均色差で ， 赤 み フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン 塗布とは2、6， 黄み の フ ァ ン デーシ ョ ン塗布で

はE．0であり，こ の 色差は大雑把に色 の 識別限界の 2

倍以上 で あ る 。 この 3色相の フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン 塗布は

違和感もな く，充分に色の差を見分ける こ とがで きる 。

　2．E．モ ニ タ上 で の顔色の変化

　力 ラ
ー

モ ニ タ上 で顔を評価する為の装置は，画像を

提 示 する BAROO 高精細 度 カ ラ
ー

モ ニ タ （画面

345× 275mm， 画素 12BD× ］024）， 色 を変 化させ る 色変

化ダイヤル，写真をデジタル信号に変換するカ ラース

キャ ナ
ー （JX − 600シ ャ

ープ製），画像を保存す る光

磁気デ ィ ス ク （RlOHO 製），装置 の 制御及 び演算を

ピ

30

25

2e

15

10

砦
b

25

20

li

冊

行うパ
ーソ ナ ル ：］ン ピュ

ー
タ （NEO 　 PO − 9B）か

ら構成されて い る。実際の顔で 評価した30名の パネル

をカラ
ー

リバ
ー

サル フ イルム で素顔を撮影 し， カ ラー

ス キ ャ ナーで デ ジタ ル信号 に変換する 。 モ ニ タ上 で の

色の指定及び色 の変換には顔の凹凸を考慮した物理的

モ デ ル を仮定した色替え ア ル ゴリズム （こ のアルゴ 1
丿

ズムの詳細は現在投稿中の論文
1s）

を参照）で 行 っ た。

　モ ニ タ上での色替えは実際の 顔 で はフ ァ ン デーシ …ヨ

ンで 変化する こ とが出来な い色 に変化させ て そ の イ メ

ー
ジ構造へ の 影響を調べ る 。 予備実験で モ ニ タ上に中

闘 フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン塗布での顔色を中心 として ， 赤み

と黄み の フ ァ ン ヂ
ー

シ ョ ン を塗布 して 色が aL げ 空

間上 で 直線的に変化 して い る の で ， そ の 直線上を延長

して 違和感 の 感 じな い範囲を求 め た と こ ろ，実際の顔

の平均的変化の 4倍に当たる 色差 8までが違和感なく

許容ざれるのでその値を便用 した 。 図 2にはモ ニ タ上

で の色替えを行 っ た例を示す 。
こ の 図 で は実際の 顔 で

の フ ァ ンデ
ー

シ ョ ン塗布の色変化が A （赤み フ ァ ン デ

ー
シ ョ ン 塗布），0 （中間フ ァ ン デーシ ョ ン塗布），B

（黄み フ ァ ン デ ーシ ョ ン塗布）であるので ，
こ の直線

上の変化を0 （モ こ 夕では 1と定義する）を原点 とし

て色差 8ま で 延長 した黄 み方向 で 顔色 2と赤 み 方向の

顔色 Bの 3色を定義し ， こ の B色の 変化を YR 方向と

定義する 。 こ の 方向は実際の フ ァ ン デーシ ョ ン の色 み

を強調 したものである。こ の 2， 1， 3の直線に直交

した線分で長さが 1を原点 として 色差 8変化した 4と

5を定義 し， 0 − YR 方向が決め られ る 。
　 B口名の パネ

　　　　　　　　　　　 ル毎にそ の 人 の顔色に基づ

　　　　　　　　　　　 き こ の 原点とYR 方向と 0

　　 − YR 方向が定義される。

　　 各パネル で 2方向に変化 し

　　 た 4色 と中心 1色 の合計 5

　　 色が評価される顔色である 。

　 　 　 10　　　　　 15　　　　　 2a　　　　 at　　　　　　　　　　　 Io　　　　　 15 　　　　　 20 　aモ

図1　ファンデーショ ン塗布での色の変化　　　　図 2　モ ニ タで の色賛え例

［二＝ ＝ 一 ］ 55 ［：三 ：：＝二二＝ ：二 ：＝二：＝＝ 二］

　 2．3．イメ
ージ評価の方法

　顔色変化 に伴 うイメ
ー

ジ

の変化の評価に は ， 柳瀬ほ

か
17），佐藤ほか

旧）
， 鈴木

13）

で 使用 した肌色の 評価項 目

を参考に して 20項目の評価

項 目を使用 し た （解析 に使

用する多変量解析に有効 な

データ数との兼ね合い で こ

の数を決めた）。 そ の 評価

N 工工
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肉 醇 評 価 一顔

第 　【　 閃 ．子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 喇 n 閃
」r・

図 4− 1　 因子空間で の項目の関係

　　 　　 （自己評 価 一顔 ）

自 己 騨 価
一モータ 　 （ YR 方 働 ）

第 　 　μ 　 囚 　 　了

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 因 　 子

pa　a − 2　 因子 空間で の項目の 関係

　　　　 （自己評価
一モ ニ タ YR 方向）

項目は，若々しい一年老 い た，健康な一不健

康な，色白の
一色黒 の ，澄んだ一

濁 っ た，陽

気な一陰気な，派手な一地昧な ， 冷たい
一

暖

か い ， 活動的な
一

非活動的な ， 鋭い
一

鈍い，

自然な一不自然な，理知的な一清熱的な，好

ぎな一嫌いな，上品な一
下品な，清潔な

一
不

潔な ， は っ き り
一

ぼんや り， 大人 っ ぽ い
一

子

供 っ ぽい，現実的な一非現実的な ， 日本人的

一外人的，清楚な一華やかな，赤みが強い一

黄み が強い，である 。 この 20項 目を非常に
，

やや，どちらでもな い の両極性の 5段階尺度

で 評価 を行う 。

　実 際の 顔評価で は化粧，鏡を見 て の 自分の

顔の 評価 （自己評価），1］名の他者か らの 評

価 （他者評価）， 写真撮影 ， 顔 色 の測色 ， 洗

顔の 順 に行 い ， こ の サイクルを 3 回 （3色 の

フ ァ ン デーシ ョ ン塗布）行う 。 3色の フ ァ ン

デ ーシ ョ ン 塗布の 順番は パ ネ ル 毎 に 異なる 。

30名のバネルは自分の顔の評価 と他者の顔の

評価 にも参加する 。 ］i名 の 他者評価に際して

は，ほぼ半数が評価の 日に初め て そ の 人に合

う朱知の 間柄で あり，残りの ほぼ半数は大学

で の 既 知 の 間柄である 。 評価時の顔面照度は

5001uxであり，照 明光源 は色評価 用蛍光 灯

D5。である 。

　モ ニ タで の 評価も変化させた顔色の 数 は異

なるが ， 評価は自己評価及 び他者評価共 に実

際の顔と同 じで ある 。モ ニ タ は色評価 用 蛍光

灯口 、。で 照明された室 内 で観察 し，照明光源

が直接画面を照らさな い よ う に モ ニ タ に フー

［：＝ 一 ］56 ［：：二＝＝：二二 ニー ＝］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

JOURNAL 　OF　THE 　COLOR 　SC旧NCE 　ASSOCIATION 　OF 　JAPAN

臼 己 評 価 一モ ニ タ 　 （ O − YR 方 向 》

Pt 　t ワd 于
」

な

猪

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ロ 因 子

図 4− 3　 因子空間で の項目の関係

　　　　 （自己評価
一

モ ニ タ O − YR 方向）

　 　 臼 己 騨 価 一モ 晶夕

　 （ Y 　 R

彫 　【 因 子

＆ 　 0 − YR 　方 向 ）

滑 引腔 な

論 た し、　■   駈 知 的 な

〜ID
0・5 し　 、

馬目 塞 人 的

●　 ：’
●

色 臼 の
o

大 人 ウ‘葺 し 、
上 品 な

卜
り　滑囎 な

・o・5
甥 讐 莓一

！

ノ 毛
・i 鴬 二

！ 1
馬

曳 彗　　　、．　　．・o・5 、O　砦 脅　し ら、●
廊 み カて｝血 L 、

ノ
慌 謄 う な

丿 ・

ノ
準 勤 的 な

陽 気 な

漁 手 な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 簾 v 因 干

図 4− 4　 因 子 空間で の項 目の 関係

　　　　 （自己評価一モ ニ タYR ＆0 − YR 万向）

　 　 他 者

第 　匸因 子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ロ 圀 子

図 4− 5　 因子空間で の 項目の 関係

　　　　 （他者評 価一顔）

う な

的 な

ドが付け ら れ て い る 。 室 内の 照度は 5ロロIUX

である。

　3．結果と解析

　実際の顔とモ ニ タで の評価結果は3D名のパ

ネ ル に 対 し て 30名分の 自己評価 と各パ ネ ル に

対 して H名の他者評価のデ
ー

タが各顔色に対

して20項目の値で 得られる 。 他者評価の デー

タ は，評価者とパ ネル の 間柄が 既 知 で あ る か

未知であるかでほぼ差が生じないの で，各パ

ネル ， 各顔色 ， 各項目毎にll名全員の平均値

で デ
ー

タを次の解析 に使用する。実際の顔評

価で は色変化方向が 1方向で あるの で ， この

条件で の 自己 評価と他者評価の 対応，モ ニ タ

の評価では色変化方向が E方向毎とその方向

をまとめた 3条件 で 自己評価 と他者方向の対

応を調べ る 。 こ の こ とは色変化の方 向で 心理

的なイメ
ージ構造が異なるかを検討する 為で

ある 。 こ の実際の顔 と モ ニ タ で の 4条件 で 自

己評価 と他者評価の別 に因子分析を行 っ た 。

因子分析は主因子法の 反復解法によ り因子負

荷量の 推定を行い，その 際相関行列の固有値，

相関行列の対角要素を重相関係数の 2乗で置

き換え て 行列の固有値を求める 。 その固有値

と因子数の関係を晃たのが図 3− ｝と 3− 2

で ある 。 因子数を決定する基準として良く用

い られる基準は固有値が1．O以下となる ま で

の因子数を使用する基準 と ， 因子数を増や し

た時に固有値が急激に変化しな くなるまで の

因子数を使用する 基準があるが，今回の解析

で はどの条件も後者の 固有値の急激な変化の

基準とする 。 B条件で の因子数と固有値の関

係か らどの条件も因子数 は第 2因子が上記基

準を充たして い る の で ， 第 2因子 まで の 2次

元空間で イメ
ー

ジ構造を考える （因子の解釈

は直交回転のバ リマ ク ス法で の回転後の 結果

を利用する）。 第 4因子ま で の 各条件で の 累

積寄与率を表 1に 示 した 。 こ の累積寄与率か

ら ぼ ぼ第 2因子 で 8割の 累積寄与率と なる の

で， 2因子で考える こ と は寄与率の面からも

妥当 と 考 え ら れ る 。 こ の第 1因子 と第 2 因子

の内容 は第 1因子 は自己評価では清潔な，澄

んだ ， 上品な ， 好きな ， 自然なに因子負荷量

が高く ， 第 2因子 は派手な，陽気な ， 活動的
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　　他 書 評 価 一モ ニタ 　 ・ YR 方 向 ）　　　　　　　　　　　　　　　 な，健康そうなに因子負荷量が高い 。 他者評

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価で は第 1因子 は派手な ， 陽気な ， 活動的 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康 そうな に因子負荷釁が高く ， 第 2因子は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清潔な，澄んだ．上品な，好きな，自然な に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　因子 負荷量 が高い （他者評価 の モ ニ タ YR 方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向は別）。 こ の結果大筋と しては 自己評価 で

第 咽 子 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 は第 1因子は静 的な内面性を反映 し， 第 2因

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子は動的な外面性を反映する 。 他者評価で は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 これが逆転し第 1因子は動的な外面性を，第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2因子 は静的な 内面性を反映 して い る 。 こ の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾向を
一

番顕著に示す の は実際の顔に対する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価である 。 自己評価の第 1因子と他者評価

　　　　　　　　　　　　　ew 咽 子 　　　　　　　　　　　　　 の第 2因子は Osgood が提唱 した意眛空間

図 4− 6　因子空間での項目の関係　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 で の E （Evaluation ）因子 と近い 概念 と

　　　　 （他者評価一モ ニ タYR 方向）　　　　　　　　　　　　　　 思 われるが，自己評価と他者評価の対比から

他 bU・… 価
一モ ーS 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あえ て 静的な内面性因子と名付けた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 この第 2因子 までの 2次元空間に 8条件毎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に？0項 囲の 因子負荷量をプ ロ ッ トし，更 に こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の 空閻で 20項目をグルーピン グ した 。 そのグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル
ーピングの基準 とは 8条件それぞれ にグル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ーピン グを行うが ，

こ の空間上で グル
ープに

第 咽 子

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　属する項目を結んだ領域が重な り合う事はな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
，

さ ら に 8条件毎にグル
ープ内に含まれる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項 目は変更 してはいけないの 2条件で ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ の 因子空間で の項目のグル ーピン グが図 4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 − 1か ら 4 − 8で ある 。 こ の 基 準 で のグ ル ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ ングは大き くA （活動的， 陽気 ， 健康 ， 派

　　　　　　　　　　　　
獅 因 子

　　　　　　　　　　　　　手）， B （は っ き り ， 若々し い ， 現実的 ， 鋭
図 4 − 7　 因子 空 間 で の 項 目の 関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い），C （好き，上品，清潔，澄んだ，自然），
　　　　 （他者評価

一
モ ニ タO − YR 方向）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D （日本人的，色白，清楚 ， 理知的）の 4群　thmu ゆ　　　　モ　ニ　タ
（ YR ＆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に分 けられ ， 冷た い ， 大人 っ ぽい ， 赤み が強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いはどの 群に属さな い 。 A は外面的要素が最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も現れ，徐々に内面的要素が現れれ〔〕が最も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内面 的要素を表す。どの条件 で も ，
二 次元空

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 で の ABOD の相対位置関係は この記号の

z，　、　w −r一　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　 順にであり，A とDが常に
一番遠い 関係にあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る 。 こ の 4群の 分類は20項目の 背後に あ る 因

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子 はあくまで も 2因子であるが，その 因子空

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間のなかで項目間の関係から抽出された分類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で あり，項目間の関係を考える には便利 で あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る 。 更 に 顔のイ メ
ージ を評価する際には 2因

　　　　　　　　　　　　　御 因 于 　　　　　　　　　　　　　 子 で 代表出来るわけ で あるが，更に評価項目

図 4 − 9　因子 空間で の項目の 関係　　　　　　　　　　　　　　　 を選ぶ際には こ の 4グループから
一

っ ずっ 選

　　　　 （他者評価
一モ ニ タYR ＆ 0 − YR 方向）　　　　　　　　　 択が可能で あ り，比較的重複しな い情報が得
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表 1　 各 条 件 で の 因 子 と 累積 寄 与 率

簾
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表 2− 1　 派手 に対する重　 表 2− 2　派手に 対する 重

　　　　 回帰分析 （顔）　　　　　　 回帰分析 （モ ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　 タYR 方向）

顔 モ ニ タ （YR 方向）

説明変数 群 重相関係数 説明変数 群 重相関係 数

陽気な Ao ，647 陽気な A0 ，760

は っき り B0 ．748 理知的な D0 ．806

自然な CO ．782 は っき り B0 ．822

活 動的な A0 ．798 清潔 な Co ．82B

鋭い B0 ，826 活動的な Ao ．833

色 自の Do ．838 冷 たい 0，837

清潔 な cO ，847 現実的 な C0 ．B41

蓑 2− 3　派手に対する重回　 表E− 4

　　　　帰分析 （モ ニ タ 0

　　　　− YR 方向）

派手に対する重回帰分

析 （モニ タYR ＆0 −

YR 方向）

モ ニ タ （0 ・・YR 方向） モ ニ タ （YR ＆ 0 − YR 方向）

説明変数 群 重相閲係 数 説明変数 群 重 相関係数

陽気な Ao ．829 陽気 な A0 ，814

理 知的な bO ．874 清楚な Do ．849

上 品な Co ．880 上 品な C0 ，B55

は っき り BO ，884 は っ き り B0 ．S61

清潔な C0 ，8呂6 活動 的な Ao ．965

健康そ うな A0 ．889 清潔な Co ．呂57

自然な Co ．8go 理知的 な Do ．86巳

られ る 項 目 である 。

　自己評価及び他者評価で の 顔及びモ ニ タ で の 8条件

でのイメ
ージ空間は 2次元であるが，こ の各次元にた

い する 4グル ー
プの因子負荷量は異なる 。 自己評価 で

顕著なことは，顔の 自己評価 とモ ニ タの自己評価 で は

A グループとBグループの第 E因子に対する因子負荷

窶の符号 が逆転して い る こ とで ある 。 こ の E次元空間

を評価者と画像の条件で 4グル
ープの相対的関係が変

わらない が ， 絶対的位置は条件 （評価者 ， 顔か画1象
変化ずる色）が変わる と全体的に回転をして い る 。 こ

の 4グル
ープはA ， B が外面的要素を表 し ， 0 ，

　 D が

内面的要素を表す こ とか ら第 1因子が内面性を表すの

から外面性を表すま で変化する 。 実際の顔に対する 自

己評価を原 点とすると実際の顔に対する他者評価は因

子が入れ替わ っ たため因子軸 に対 して 対称の関係とな

る 。 他の 条件はそ の 途中経過を示 して い る事より内面

性重視か ら外面性重視ま で変化して い る様子 を示すと

思われる 。

　自己評価 で顕著に見 られ る顔 とモニ タで の外面 1生に

対する 因 子 負荷量 の 変化を別 の 観点か ら 調 べ る 為 に，

外面性を表す派手な （A ），は っ き り （B ）に対する

変数選択法 に よる重回帰分析を行 っ た 。 その選択の基

準は回帰によ る平方和と回帰か らの残差平方和 の 分散

比の大きい順 （説明力の 高い順）に取 り入れる 。 表 2
− 1から 3 − 4ま で は 2項 圉対 し て 自己評価 の 4条件

で 璽回帰分析を行っ た時 の 取 り入れた説明変数 とその

取り入れた段階で の 重相関係数とそ の項目の 属する グ

ループを示 して い る 。 2項目の車回帰分析の結果，説

明力の
一

番大きな項目は同 じ群 に属する項 目である 。

外面的要素を表す項目で ある 派手な （A ）とは っ き り

（B ）を目的変数とした とき，顔に対する 評価で はそ

のグル
ープに近い項目が比較的説明力が大き く，一方

モ ニ タの 評価で はそ の グループから遠 い 項 目 （理知的

（D ）や清楚 （D ））で あ る内面的要素が表には示さな

か っ たが備回帰係数が負で偏回帰係数が大き い 。 こ の

こ とはモ ニ タ で は派手さやは っ ぎ りの ような外面的要

素を説明する時には，内面的要素が係数を負として 寄

与する効果があるが，実際の顔で は こ の効果は見 られ

な いとの結果 で ある 。 こ れはモ ニ タでの外面的要素は

内面的上品さなどが無 い 方が高 く評価ざ れ るが ， 実際

の顔 で はそのような ことなな いことを表 している 。 こ

の こ とは ， 因子分析の結果 で顔とモ ニ タで外面性に対

する因子負荷量の符号の 変化と対応 して い る の で はな

い か と 思われる 。
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　4．考察

　その人 らしさのイメ
ー

ジを構成するイメ
ージ空間の

重要な要因で ある好ま しい肌色を解析するため に
， イ

メージ空間の構造を評価者と評価対象として の画像の

次元か ら解析した 。 イメージ空間を従来顔の 評価に使

用 して き た用語か ら20項 目を選択し， その20項目間 の

関係を因子分析で 解析 したところ ， 評価者である自己

評価と他者評価，評価対象で ある実際の顔とモ ニ タ上

での画像の顔及び顔色変化の方向を含めた 8条件全 て

で20項目の評価項 目は 2次元空間に収まる 。 そ の 2次

元空間 と は主要因子が E個で あり ， 各項 冒は

若々 しさ 1　 ：・・al，1fl＋ a1，2frl＋ elJ

健康 、 　 　 ＝ a 、，lf 、＋ a 、，2fll＋ e21

赤みが強い 20
＝a2。，lfl＋ a2 。，2fll＋ e2e

　 こ こ で

　　　　　　　　　　　　 al，1か らa20，2は因子負荷量

　　　　　　　　　 fl，　 fllは潜在的な 2個の共通因子

　　　　　　　　　　　 elか らe2¢ は独自因子を表 す

として表せる事になる 。 こ の意味で顔色を評価する項

目は 2次元空悶か ら構成 さ れ て い る事 にな る 。

　この 2次元の各次元の意味は自己評価 と他者評価で

異な り，自分の 顔に対する評価で は第 1因子は静的な

内面性を反映し，第 2因子は動的な外面性を反映する 。

他人の顔に対する評価では これが逆転 し第 ］因子は動

的な外面性を ， 第 E因子は静的な内面性を反映 して い

る 。 こ の こ とは自分 で は化粧を した時には清潔な感じ

や自然な感じのような静的な内面的な現れに注 目する

が，他人は派手さや活動性のような動的な外面性の 注

圏することを表 して い る 。

　20項目の 評価項 目が 2因子 で代表 されるが ， 顔 を評

価する際にはどの項目を使用 した らよ い の かは ， 20項

目に対する 因子負荷量からグルーピン グを行っ た結果

か らA （活動的，陽気，健康，派手），B （はっ き り，

若々 しい，現 実的，鋭い），0 （好き，上 品，清潔，

澄んだ ， 自然）， D （日本人的 ， 色 白， 清楚 ， 理知的）

の 4群 から評価項 目を 4個選 べ ば第
一

段階としては良

く，こ の群とは独立な冷た い ， 大人 っ ぽい ， 赤み が強

い を加 えれば充分 で あると思われる 。 こ の 様 に条件 に

依存しな い因子分析の 因子負荷量 で の 項目の分類 は有

効な方法 で あ る と思 われ る 。

　こ の 4グループは顔か らその 人 らしざを読 み とる外

面的要素か ら 内面的要素を表 して い る 。

　評価される のが実際の顔とモ ニ タ で の 画像 との 違 い

は 評価者の 違 い ほど顕著で はな い か，自己評価で の顔

とモ ：夕の 相違で は A 群とB 群の評価項目の 第 2因子

に対する因子負荷量の符号が逆である 。 こ の 事はモ ニ

タでの評価に対して外面的活動性を表す項 目の寄与の

仕方が実際の顔とは異なる こ とを表 して居る と思われ

る 。 画像の 種類と評価者を総合的に考え る と，実際の

顔に対する自己評価と他者評価が評価傾向が最も離れ

て い る ， そ してその中間 にモこ 夕での 自己評価と他者

評価が位置する 。 こ の様にに評価者の次元と画像の次

元で評価に影響を与え る 。 この傾向は重回帰分析の 結

果か ら も 明 ら か で あ る 。 外面的要素 に 対す る 重回帰分

析で顔に対する重回帰式とモ ニ タ に対する重回帰式の

傾 向の違 い で モ ニ タ で は外面的要素を表すの に 内面的

要素の負の要素として表 しているのは，モ ニ タに提示

された 自分の 顔で は外面的要素を積極的に評価して い

る 結果 の 表れで ある と 思 われる 。 この 事は モ ニ タ で提

示された時の 自分の顔はやや他人 に対する評価に似た

傾向とな り客観的に見る態度 の 現れ で あると思われる 。

　最後に，モ ニ タの評価で 顔色を変える際に，実際の

顔の 4倍ま で変化できた理由には以下の 2点が考えら

れる 。

一
つ に は本実験で 塗布した フ ァ ン テL シ ョ ン が

本当に違和感の無い 限界 であるかは充分検討されて い

な い の で ， 眼界はもう少 し広 い可能性がある こ とが考

えられ る 。 もう
一

つ の理由は，好 ましきを目的変数と

した重回帰分析の結果，モ ニ タの好ま しさを説明する

項 目と して 自然 さ が重要な項目とな っ て い るが ， 実際

の顔 で は自然さの項 目は説明変数 としては重要 で はな

い 。 この ように高解像度の モ ニ タを使用 して い る が，

まだ自然さ で は実際の顔とは異な りこ の事が許容領域

を広げる こ ととなっ たこ とと思われる 。

　5．まとめ

　顔に対するイメ
ー

ジ空間の 構造を評価者と評価対象

と して の画像の 次元か ら解析し次の贋目が明らか にな

っ た 。

D 顔のイメ
ージ 空間 は 2次元空間か ら構成され て い

る 。

2）そ の イメ
ージ 空間の 第 1因子と第 2因子は自己評

価 と他者評価 で 異な り， 自ヨ評価で は第 1因子は静的

な内面性を反映し ， 第 2因子は動的な外面性を反映す

る 。 他者評価 で はそ の 逆 で あ る 。

3）2D項 目の評価項目は大きく 4グル
ー

プに分類する

事が出来る 。

4）顔に対する自己評価と顔 に対す る他者評価が評価
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傾向が最も異なり，モ ニ タ で の 自己評価と他者評価は

その中間 に くる 。
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